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要望.苦情申立者者 要望■苦情内容 対応 状況(解決̶o、

継続中̶A

母親 登園時に足に靴擦れがあり、降園時は浸出液が出てい

て、とぴひにならなければいいがと母親と話す。数日して

ひど〈なっているので受診を勧める力《、母親は受診を強制

されたと受け止め、昨年度服の入れ間違いがあったり

等々のことも含め気分を害した旨の訴えがある。

すぐ電話し謝罪する。翌日改めて、母親の思いを聞

き、園としての対応もT寧に話すことで納得される。

0

母親 新年度になり子どもが登園を渋り、泣いていやがるように

なる。担任が怖いと言っている力《、担任のこともよ〈わかっ

ており困っているとの相談がある。

母親の話をじつ〈り聞き、園児の保育園での姿を話して

一緒に対応を考える。園児が安心して過ごせる環境づ

〈りを心掛けることを伝えたことで母親も安心される。

0

保護者 父母の会会長に、小学生を持つ親から「運動会の際小学

生を連れて行ってはいけないの力、」との問い合わせがあ

ったとの電話がある。-

放課後児童クラプを運営しているので、運動会の案内

文に、児童クラプで対応する旨掲載する。

0

保護者 他クラスの保護者より、子どもを迎えに行った際に、2歳

児クラスの担任が部屋から出ていこうとする子どもの腕を

強〈つかみ強い口調で起こっているのを見かけたとの相

談がある。

直ぐ職員会を開き、事実を話し不適切保育の研修を行

う。また、自己評価表を提出し、該当保育士が反省し

て、子どもへの対応について振り返り子どもに信賴さ

れるよラに対応している旨記され、実行している。

0



母親 児童クラプで職員からスカートめ〈りをされたと児童が訴え

ている。不適切行為であり、どのような状況であったのか

の文章での説明と今後の対応を電話で求められる。

電話を受けた園長が謝罪する。該当職員に確認した上

職員も謝罪し状況の説明をするが、子どもの話と内容

が違う為詳細な文書説明を求められる。すぐに全職員

でセクシヤルハラスメント研修を行い、その旨伝え、保

護者と本人に直接謝罪し文書を渡す。

0

母親 児童クラプの支援員が見ていないところでの暴言や暴力

がある。状況を認識し保護者にも伝えて、いじめへ発展

する前に共通理解をしてほしいとの訴えがある。

児童クラプの子ども達と話し合い、結果を全保護者に

も伝える。まナこ、児童クラプ便りで子ども同士のトラプ

ルについて家庭と情報共有し学校とも連携を図って

いることを知らせる。

0

母親 児童クラプでふえ鬼ごっこをしている時、児童が「休憩」

「やめて」と言っているのに、何回もタッチしてきて不快な

思いをして児童クラプに行きたがら〈なった。児童クラブで

事実確認をしてほしいとの訴えがある。

名前の上がっだ子ども一人一人と話して結果を伝える

が納得されない為、状況を再確認して子ども達とルー

ルーを作り掲示する。対象児の保護者にも伝え子ども

と話し合ってもらうように伝える。母親との話し合いの

場を設け、前記の用に対応したことを話し理解していナニ

だく。

0


